
 

 

 

 
 

 

 

 

他者の幻想 

すべてを変える、気づかれない跳躍 

信仰を求めずに 

  



 

私たちはみなつながっている 

という感覚を説明したいなら、 

最初の一歩はただ 

知的に誠実であることだ。 
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著者の覚書 

これは私が初めて書いた本だ。 

証明の前に、正式な論文の前に、数学の前に、キルスイッチの前に書かれた。問い

が最初に生まれ、去ろうとしなかったから書かれた。 

私たちは本当に分離しているのか？ 

私はこの問いを止められなかった。世界を見て、一つの仮定がもたらす損害を見た

——あなたと私が最も根本的なレベルで分離しているという仮定だ。残酷さの中にそ

れを見た。無関心の中にそれを見た。人々を救われた者と救われない者、価値ある

者と価値なき者、私たちと彼らに選り分けるシステムの中にそれを見た。そしてそ

の選別が常に同じ場所から来ていることを見た——他者が本当に他者であるという無

検証の信念から。 

この本の後に書いたすべて——四十二の正式論文、三巻の証明、百万語の導出——は

ただ一つの理由のために書かれた。この本の主張を強化するためだ。ここで穏やか

に語られていることに、物理学の全重量を与えるためだ。 

しかしこの本を読むのにそれらは何も必要ない。この本は独立している。問いとと

もに座り、正直に、それがどこへ導くか見届けることを求めるだけだ。物理学はい

らない。方程式もいらない。特別な背景もいらない。忍耐と正直さだけだ。 

ここで語られていることがあなたの心を動かすなら、正式な仕事は存在する。

the420code.orgで永遠に無料で公開されている。証明はそこにある。数学はそこに

ある。すべての主張が死ぬ正確な条件もそこにある。 

しかしすべてはここから始まる。これが穏やかな扉だ。あなたに合ったペースで入

ってきてほしい。 

— G 

  



序文 

あなたはすでにこの本が何を言おうとしているか知っている。 

詳細ではない。論証ではない。しかし結論は——感じたことがある。親密さの瞬間に

、静けさの瞬間に、他者の目を見つめて名前のない何かを認識するあの稀で無防備

な経験の中で。 

あなたはそれを感じ、そして手放した。世界にそれを置く場所がなかったから。教

えられたことの中にそれを表す言葉がなかったから。真実であるには単純すぎるよ

うに思えたから。 

この本はあなたに言葉を与える。 

一つの仮定を検証する——あなたと私が最も根本的な意味で分離しているということ

——そしてその仮定が疑問に付されたとき何が起こるかを追跡する。攻撃するのでは

ない。否定するのではない。穏やかに、忍耐と注意をもって疑問を呈する。 

ここにあるどれも、科学や常識や日常の区別を拒否することを要求しない。身体は

身体のままだ。人は人のままだ。違いは実在のままだ。 

検証されるのは違いが存在するかではなく、それが何を意味するかだ。 

信仰は要求されない。信じることは求められない。道徳的な義務は課されない。要

求されるのは正直さだけだ——あなたがすでに経験していることを見つめ、それがあ

なたにまだ真剣に受け止めていない何かを語っていなかったか問う意志だ。 

ここに描かれたことが見えれば、それ以上は必要ない。見えなくても、何も奪われ

てはいない。 

  



読み方の案内 

この本には十の章がある。互いの上に積み重なる。それぞれが前の章から続く。 

第一章は誰もがすでに立っている場所から始まる——分離の感覚から——そしてその

感覚が最終的な真実なのか、それとも道具であることを忘れた便利な道具なのかを

問う。 

第二章から第四章は、分離が根本的なものとして扱われたとき何が起こるかを追跡

する——その代償、そのスケール、そして地上で最も強力な制度にどう組み込まれた

か。 

第五章から第七章は代替案を構築する——理論としてではなく、認識として。一性と

差異。個人。自由と責任。 

第八章から第十章は結論を引き出す。思いやり。意味。実践。 

論証は累積的だ。各章が次の章を稼ぐ。終わりまでに、結論は驚きのように感じら

れるべきではない。あなたがいつも知っていて、ようやく明確に言われたものとし

て感じられるべきだ。 

そう感じるなら、この本はその役目を果たしたことになる。 

  



第一章 

なぜ私たちは自分を分離していると感じるのか 

ほとんどの人は静かで持続的な感覚とともに人生を過ごす——私はここにいて、世界

はあそこにある。私は自分の肌の内側に、目の奥にいて、他のすべて——他の人々、

他の心、天気、騒音、星々——は外側にある。親密な瞬間でさえ——誰かを抱きしめ

るとき、夕日を見るとき、腕の毛が逆立つ音楽を聴くとき——基本的な感覚は残る。

私がいる。そして私でないものがある。 

この感覚はあまりにも明らかなので、ほとんど誰もそれを疑問に付さない。それは

解釈ではなく、事実のように感じられる。 

しかし一つ問う価値のある質問があり、それがすべてを変える。 

分離は私たちの本質についての根本的な真実なのか？それとも、私たちが立ってい

る場所からそう見えるだけなのか？ 

こう問うことは、あなたには身体があり、私にも身体があることを否定しない。あ

なたにはあなたの思考があり、私には私の思考があることを否定しない。何も実用

的なことを否定しない。あなたは今まで通り自分の手をテーブルと区別できる。 

問いはもっと深い。分離の感覚は私たちが本当に何であるかを教えてくれるのか——

それともあまりに上手く機能するので道具であることを忘れた道具なのか、と問う

のだ。 

他の何について話す前に——神について、意味について、互いをどう扱うかについて

——誰もがすでに立っている場所から始めなければならない。分離の感覚と、それが

なぜこれほど説得力を持つのかから。 

身体が線を引く 

私たちが分離を感じる最も単純な理由は身体だ。 

あなたの神経系は生存のために作られている。脅威と機会を写像する。何が生体に

属し、何が属さないかを知っている。 



空腹はここで、この胃で感じられる。痛みはここで、この身体で感じられる。触覚

、平衡感覚、温度——すべての信号が同じことを言う：この身体を守れ。 

生き延びるという観点からは、世界を「私」と「私でないもの」に分けることは完

全に理にかなっている。自分自身を環境から区別できない動物は長くは持たないだ

ろう。 

分離は間違いではない。それは生存戦略だ。 

しかし戦略は真実と同じものではない。 

地図は便利だが、地図は領土ではない。何かが見事に機能していても、存在につい

ての最後の言葉であるとは限らない。 

心が物語を加える 

身体が引いた線の上に、心は語り手を加える。 

人間は注目すべきことをする——自分が誰であるかについての物語を自分自身に語る

のだ。 

感覚、記憶、恐れ、希望、習慣を取り、それらを一つのキャラクターに織り上げる

。「これが私だ。これが私の人生だ。これが私の関心事だ。これが私の恐れだ。」 

この物語は便利だ。連続性を生み出す。学び、計画し、責任を取り、意味を見出す

ことを可能にする。 

しかしそれは同時に、自己は物——他のすべてから分離した、世界を動く固い物体—

—であるという感覚を強化する。 

人々が「私」と言うとき、ほとんどの人は自分が何を意味しているかわからない。 

身体？人格？心？心の背後にある何か？ 

彼らが確信を持てないのは、「私」の感覚がすでに組み立てられた状態でやってく

るからだ。それは明白なものとして自らを示す。誰もそれが正確かどうかを問わな

かった。 



一度その中心が想定されると、他のすべてが「他者」になる。 

言語がそれを固定する 

身体が線を引き、心がそれを強化するなら、言語はそれを永久的に感じさせる。 

言語は物事を名前のついた部分に分けることで機能する。木。空。人。見知らぬ人

。私のもの。あなたのもの。これらの区分は便利だ。それなしにはコミュニケーシ

ョン、協力、明晰な思考ができない。 

しかし便利さは静かに混乱になりうる。 

言語は分けるがゆえに、分割が実在の根本的な性質であるかのように見せることが

できる。名付けられたものを、単一のプロセスの中のパターンではなく、本当に分

離した実体であるかのように扱い始めるのだ。 

「海」という言葉について考えてみよう。 

それは一つの物体のように聞こえる何かを名付ける。しかし海は石のような単一の

物体ではない。それは潮流、温度、圧力、潮汐——すべてが一緒に動いている。言葉

はそれを固くする。そうではないのに。 

言葉は必要だ。 

しかしそれらはつながりしかないところに分離を示唆しうる。 

集団がそれを拡大する 

分離は個人的なものにとどまらない。社会的になる。 

私たちは集団を形成する。アイデンティティを継承する。「私たち」と「彼ら」の

間に線を引く。 

これは古く、常に有害というわけではない。共同体は滋養になりうる。共有された

文化は帰属感を生む。 

問題は、違いが距離になるとき——「私と違う」が「私より劣る」や「私とは関係な

い」に変わるとき——に始まる。 



その時点で、共感は任意になる。 

他者の内面生活——恐れ、希望、疲労——が視界から消える。否定されたからではな

い。もう感じられなくなったから。 

これは通常、残酷さとして自らを告げない。合理性として自らを告げる。 

「彼らは私たちとは違う。」 

「彼らは私たちの価値観を共有しない。」 

「彼らがそれを選んだのだ。」 

これらの文は穏やかに語られる。まさにそれが力を与える。 

誰も気づかない跳躍 

身体、物語、言語、集団の下に、ほとんど誰も自分がしていることに気づかない一

つの動きがある。 

私たちは「自分を分離していると経験する」から「根本的なレベルで分離している

」へと移行する。 

その移行は自然に感じられる。しかしそれは保証されていない。 

経験は視点によって形作られる。視点は設計上限定されている。そして限定は孤立

を意味しない。 

日の出を見るとき、それは外にあるように見える。しかし光はあなたの目に入り、

電気信号になり、経験になる。その瞬間、「内側」と「外側」の境界線は正確にど

こにあるのか？ 

呼吸するとき、世界はどこで終わり、あなたはどこで始まるのか？ 

日常生活において、私たちは常に互いを形作っている。言語、信念、アイデンティ

ティ——これらは選ばれる前に継承される。誰も一人で自分になるのではない。 

完全に独立した自己を見つけることは困難だ。 



だから最初の一歩はただ知的な誠実さだ——分離は経験だ。私たちが何であるかにつ

いての最後の言葉ではないかもしれない。 

有用な境界、最終的ではない境界 

境界は存在する。身体には皮膚がある。概念には定義がある。これらの境界は目的

に役立つ——生存、調整、コミュニケーション。 

しかし有用な境界は最終的な境界と容易に間違えられる。 

細胞には膜があるが、周囲との交換を通じてのみ存在する。人には身体があるが、

関係を通じてのみ存在する——生物学的、社会的、生態学的な関係。 

境界は存在するものを組織する。それを別々の種類の存在に分割するのではない。 

これを抽象的ではなく直感的にするために、簡単なイメージが助けになる。砂の上

に線を引いても、砂は二つの異なる物質にはならない。 

線は実在する。砂は一つだ。 

もしこれが真実なら——実在が一つのものとして多くとして現れているのであり、多

くのものが一つのふりをしているのではないなら——そこから導かれるのは修正だ。

その修正の言葉は一性だ。同一性ではない。差異の消去ではない。区別は断絶を必

要としないという認識だ。 

これが見えたとき、私たちが世界について何を信じるかと互いをどう扱うかの間の

つながりは避けられなくなる。 

  



第二章 

「他者」の代償 

分離の感覚が根本的な真実として扱われると、それは内側にとどまらない。外へと

スケールする。 

「私は世界から分離している」として始まるものが、静かに「私たちは彼らから分

離している」になる。そしてそうなると、すべてが変わる。 

この章は誰かへの攻撃ではない。 

パターンの検証だ——根本的な他者性への信念がアイデンティティ、信念体系、制度

に組み込まれたとき何が起こるかの。 

一性がなぜ重要かを理解するには、まず分離の代償を理解しなければならない。 

違いから距離へ 

人は違う。気質、言語、文化、能力、信念、状況において。これらの違いは例外で

はない。生活の普通の質感だ。違いそのものには道徳的重みはない。 

問題は違いではない。問題は、違いが記述であることをやめて定義になるとき——「

私と違う」が静かに「根本的なレベルで私から離れている」と登録されるとき——に

起こることだ。 

この移行はめったに明らかではない。敵意としては感じられない。常識として感じ

られる。 

注意が狭まる。同一化が弱まる。他者の内面生活が後退する——否定されたからでは

なく、もう前景にないから。 

公然の敵意なしに距離を生む説明が現れる：価値観の違い、選択の違い、責任の違

い。これらの説明は計量されているように聞こえる。成熟しているように聞こえる

。 



まさに計量されているように聞こえるがゆえに、静かにその仕事をする。違いは誰

も気づかないうちに距離になる。 

無関心で十分 

他者が深く分離しているなら、その苦しみは経験ではなく情報になる。それに触れ

られることなく認知できる。自分の利益、集団の利益、信念への忠誠と天秤にかけ

られる。 

憎しみは必要ない。無関心で十分だ。 

無関心は快適だ。道徳的緊張を解消する。時間とともに習慣になる。普通に感じら

れる。視界から消える。 

信念が関係より上位になるとき 

分離がイデオロギー——特に最終的な言葉を主張するイデオロギー——に裏打ちされ

ると、パターンは強化される。 

信念体系が、人生で最も重要な関係は他の人々との関係ではなく外部の権威との関

係であると教えるとき、静かな序列が現れる： 

第一に、権威への忠誠。 

第二に、信念体系への忠誠。 

第三に、集団への忠誠。 

そしてようやく、あなたの前に立っている人。 

その序列が受け入れられると、途方もないことが正当化可能になる。 

服従が最高善なら、害は義務として再定義できる。信仰が最高の美徳なら、疑いは

危険として再定義できる。悪意は必要ない。確信が必要なだけだ。 

歴史はこれを何度も示している。 

イデオロギーによって正当化された暴力は残酷さから始まらない。確信から始まる

。 



正義感 

分離の最も危険な報酬の一つは正義感だ。 

正義感は清潔に感じられる。目的的に感じられる。正当に感じられる。 

それは人が害を加えながら有害だと感じないことを可能にする。 

誰かが深く他者として分類されると——間違った、不純な、危険な、邪悪な——道徳

的計算が変わる。そうでなければ耐えられないと感じるであろう行為が、必要に感

じ始める。 

このパターンは宗教に限らない。 

政治運動、国家アイデンティティ、人種的階層、あらゆる種類の道徳的十字軍に現

れる。内容は変わる。構造は同じだ。 

構造は単純だ：私は真実の側にいる。あなたはその外にいる。したがって私があな

たにすることは正当化される。 

分離がその構造を安定させる。 

気づかれない代償 

分離の代償は暴力だけで測られるのではない。それらは最も目に見える表現だ。よ

り深い代償はより静かだ——誰も害を意図していなくても、人生がどう経験されるか

を再形成する。 

分離が出発点であるとき、存在は各人が一人で管理しなければならないものになる

。つながりは任意になる。意味は私的になる。安全は共有するものではなく守るも

のになる。 

結果は、他者の中にいても孤独として現れる。一人で立つことに根ざした不安とし

て。取引として扱われる関係として。権威に外注された意味として、生きたつなが

りの中で発見されるのではなく。 

残酷さは必要ない。人々が分離していると想定され、つながりが二次的である世界

では自然に生じる。 



分離が最も根本的な真実であるなら、これらの代償は単に生きることの値段だ。 

しかしそれが最も根本的な真実でないなら——便利な視点が最終的なものと間違えら

れたなら——それに基づいて構築されたすべてが再検討される必要がある。 

その再検討には、特に影響力のある一つの思想を見ることが必要だ——かつて構築さ

れた分離の最も強力で、最も広範で、最も重大な具現化。 

神が世界の外にいるという思想。 

宗教が敵だからではない。歴史上どの制度も、分離を神聖に感じさせるためにこれ

ほどのことをしていないからだ。分離を誠実に問うには、それに最も深い権威が与

えられた場所を見なければならない。 

  



第三章 

神はどのようにして外部になったか 

神とは何かを問う前に、神がどこに置かれたかを理解することが役立つ。そしてこ

れを穏やかに理解すること——多くの人にとって神は人生で最も重要な関係だから。

以下は、その関係への攻撃ではない。それを取り囲む建築の検証であり、その建築

が何を費やしたかの検証だ。 

人類の初期の歴史の大部分で、聖なるものは遠くとしては経験されなかった。直接

的だった。自然は背景ではなく生きた場——脅威的で、養い、神秘的な——だった。

嵐、季節、誕生、病、死——これらは外から説明される出来事ではなかった。世界が

自らを表現していたのだ。聖なるものはすべてに織り込まれてから、すべての上に

持ち上げられた。 

外部の神への動きは間違いとして始まったのではない。圧倒的に感じられる力を理

解しようとする試みとして始まった。 

臨在から権力へ 

共同体が成長するにつれ、その説明も成長した。かつて生きた力の場として感じら

れたものが、徐々に擬人化された。雷は神になった。豊穣は女神になった。時間、

死、戦争、知恵——それぞれに顔と意志が与えられた。 

擬人化は世界を親しみやすくした。また統治可能にもした。 

聖なるものが意志を持つと想像されると、命令できるようになった。命令できるよ

うになると、服従できるようになった。服従が中心になると、関係が変わった——参

加から階層へ。 

時間とともに、神は概念上もイメージ上も上方へ移動した。神は「上に」「超えて

」「外に」と理解されるようになった。聖なるものはもう存在に織り込まれていな

かった。存在を支配していた。 

この移行は漸進的だった。しかし代償があった。 



分裂 

神が世界の外に置かれると、分割が導入される：創造者はここに、被造物はあそこ

に。 

これは直感的に思える。陶芸家は壺ではない。建築家は建物ではない。 

しかし比喩はまさに重要なところで壊れる。 

陶芸家は壺から独立して存在する。しかし神がすべてが依存するもの——究極的なも

の——と理解されるなら、神は作り手と物体と同じ関係に世界と立つことはできない

。作り手は作ったものから歩き去ることができる。神がどこにでもすべてにいるな

ら、歩き去る場所はない。 

神が存在者の中の一存在者として想像されると——最高のものであっても——決定的

なことが起こる。 

神は一つのものになり、他のすべてが別のものになる。 

一性は距離に置き換えられる。 

参加は服従に置き換えられる。 

聖なるものはもう存在の基盤ではない。信仰の対象になる。 

権威が理解に取って代わる 

神が外部であるとき、神へのアクセスは媒介されなければならない。神についての

知識はどこかから来なければならない——聖典、教義、聖職、伝統から。 

これは最初は有害ではない。共同体には共有された物語と構造が必要だ。 

しかし権威には重力がある。意味を上方へ引く。 

真実は発見されるものではなく、届けられるものになる。道徳は理解されるもので

はなく、命令されるものになる。 

個人の課題は、実際に何が起こっているかについての明晰さではなく、外部の意志

との整合になる。 



人は今や、誠実に悪意なく言うことができる：神との関係は正しい、したがって行

為は正当化される。 

残酷さは必要ない。確信が必要なだけだ。 

失われたもの 

この移行で本質的な何かが忘れられた——意図的にではなく、構造的に。悪い人々に

よってではなく。私たちすべてによって、徐々に、何世紀にもわたって。 

失われたのは、存在そのものが神聖であるという感覚だ。命令や信仰によってでは

なく、それが何であるかという力によって。 

神が外部であるとき、世界は暫定的になる。 

この人生は参加ではなく試験になる。 

聖なるものは現在として認識されるのではなく、延期される——天国へ、来世へ、審

判へ。 

聖なるものが延期されると、苦しみはより容易に受け入れられるようになる。誰か

が残酷であることを選んだからではない。建築が静かに示唆したから：本物は別の

場所にある。この人生は一時的だ。ここでの苦しみは要点ではない。 

その示唆は残酷な人々が発明したのではない。優しい人々が継承した。そして優し

い人々は、その示唆を抱えて、少しだけ容易になったことを発見した——苦しみを引

き起こすことではなく、そこから目をそらすことが。 

自分の苦しみからではない。 

他の人々の苦しみから。 

これが構造的な代償だ。残酷さではない。もっと静かな何か。目をそらす許可。 

静かな問い 

もし神が全能で、全知で、遍在するなら——神は正確に何の外にいるのか？ 



すべての向こうに何も存在しないなら、神をすべての向こうに置くことは意味をな

さない。神がどこにでもいるなら、神はどこか別の場所にはいない。 

外部の神を攻撃する必要はない。それは自身の記述の重みの下で静かに非整合にな

る。 

内在性へ 

外部の神を拒否することは、すべてを死んだ物質に還元することではない。それは

偽りの選択だ。 

代替案は無神論ではない。内在性だ。 

内在性は神を否定しない。距離を否定する。 

神は存在するものから分離していないと言う。支配者や裁判官として離れて立って

いるのではない。存在そのものと同一——詩としてではなく、意味をなす最も単純な

記述として。 

これが正しいなら、世界は神によって作られて放置されたものではない。 

それは神が何であるかの進行中の表現だ。 

そして私たち——その中の意識的存在——は観客ではない。私たちは自らを意識する

ようになった世界だ。 

  



第四章 

神と宇宙 

神が外部でないなら、慎重な一歩が必要だ。 

「神」という言葉で私たちは実際に何を意味しているのか？ 

この章は信仰を求めない。明晰さを求める。 

その言葉が名付けようとしているもの 

文化を超えて、世紀を超えて、イメージや物語の巨大な違いにもかかわらず、「神

」という言葉は驚くほど一貫した何かを指すために使われてきた： 

全能。全知。遍在。存在するすべての源。他の何にも依存しない。 

これらは人格特性ではない。究極的なもの——他のすべてが依存するもの——を名付

ける試みだ。 

神話を取り除くと、残るのはキャラクターではない。すべてにとって根本的である

ものについて真でなければならないことの記述だ。 

役割はすでに埋まっている 

次に、存在するすべてを考えてみよう——空の空間に浮かぶ物体の集合としてではな

く、すべてのプロセス、すべての経験、その中で生じるすべての意識の瞬間を含む

、あるものすべての総体として。私たちはそれを宇宙と呼ぶ。 

宇宙の外には何も存在しない。宇宙から独立して作用するものはない。もし何かが

その向こうに存在するなら、総体は総体ではなく、何かより大きなもののサブセッ

トになるだろう。 

「神」という言葉が名付けようとしているもの——究極性、非依存性、すべての基盤

——それらの役割はすでに宇宙によって占められている。 

一般的な誤解 



ここで予測可能な反論がある。「神は単なる物理的な物質だと言っているのですか

？」 

いいえ。 

その反論は宇宙が死んだ物質に限られていると想定している。そうではない。 

宇宙は物質とエネルギー、空間と時間、プロセスと構造——そして意識を含む。経験

は存在する。あなたは今それを持っている。意識は外からの付加物ではない。存在

するものの中で生じる。 

神と存在の総体が同じものだと言うことは、神秘を縮小することではない。神秘を

実際にある場所に置くことだ——どこか別の場所ではなく、上でもなく、後ろでもな

く、ここに。 

なぜ人格が繰り返し現れるのか 

なぜ神はこれほど頻繁に人として想像されるのか？ 

意識は最も容易に人格的な形で自らを認識するからだ。 

私たちは意識的で意図的な存在だ。広大で強力で理解を超えた何かに出会うと、本

能的にそれに顔と意志を与える。それを親しみやすくする。感情的にアクセス可能

にする。 

しかし感情的なアクセス可能性は正確さと同じではない。 

宇宙は意味あるものであるために人格を必要としない。 

嵐は破壊的であるために意図を必要としない。 

存在は実在であるために好みを必要としない。 

意識がすべてを変える 

宇宙が機械だけなら、それを神と呼ぶことは空虚に感じるだろう。しかし宇宙は機

械だけではない。 

それは経験が起こる何かだ。 



あなたは宇宙が自らを意識するようになる地点だ。完全にではない。全体的にでは

ない。局所的に。星を見るとき、存在するすべてが——その瞬間——あなたの目を通

して自らを見ている。 

これは詩ではない。あなたが宇宙から作られ、その中で意識的であるという事実か

ら直接導かれる。 

あなたは宇宙に到着したのではない——宇宙から出てきたのだ——宇宙はあなたでも

ある。 

表現であり、所有ではない 

存在するすべてが一つのものなら、どの個人も完全な意味で神や宇宙ではありえな

い。私たちそれぞれは限られている。それぞれが状況によって形作られた一つの視

点を持つ。 

しかし各人は全体の表現だ——それから分離しているのではなく、それの外で作られ

たのではなく、その中で生じ、それから作られている。 

波は海から分離していない。しかし海全体ではない。人は全体から分離していない

。しかし誰も全体ではない。 

これは膨張を促すことなく一性を保持する。 

誰も特別な位置を主張できない。 

すべてが対等に参加する。 

何が導かれるか 

この理解の中で、害はもはや神の規則の違反ではない。あなたが作用しているもの

の誤解だ。 

他者に暴力的に行動することは、世界が自らに対して分裂しているかのように振る

舞うことだ。 

残酷さは禁止されるのではない。混乱になる。意味をなさなくなる。 



思いやりは、正確に理解された世界への最も明確な応答になる。 

自然に続く問いは、あなたがすでに問うているものだ：すべてが一つなら、なぜ多

くに見えるのか？ 

一性が基盤なら、このすべての違いはどこから来るのか？ 

これに答えずに先に進むことはできない。論証もまた。 

  



第五章 

一性、多性、そして分離の幻想 

世界が一つのものなら、なぜ多くのものに見えるのか？ 

これは哲学的パズルではない。第一章からすべての正直な読者が抱いてきた問いだ

。分離が根本的でないなら、このすべての違いは何なのか？砂漠が一つなら、粒は

どこから来るのか？ 

違いを説明できない一性は無用だ。世界の明白な多様性を否定する見方は理解を深

めない。理解を放棄する。 

課題は多様性、個性、区別を否定することではない。それらがどう生じるか——そし

て実際に何を語っているかを理解することだ。 

一と多 

世界は単一の白紙の全体として自らを示さない。無数の形として示す：星と嵐、人

と場所、思考と感情、文化と歴史。 

これらの形は幻想ではない。より深い一性の中の実在のパターンだ。 

幻想的なのは、区別可能性が断絶を意味するという結論だ。 

多性は明白だ。 

問いは、多性が分離を必要とするかだ。 

砂漠 

砂漠を考えてみよう。 

砂漠は実在する。その中に立てる。横断できる。しかしそれは何で作られているか

？砂の粒、熱、風、時間、そしてそれらすべての間の関係で。 

砂漠は砂の上に浮かぶ余分なものではない。 



全体によって形成されたパターンだ。 

各粒は区別可能だ。各々に位置、形、歴史がある。どの粒も、それを生んだ砂漠か

ら離れては存在しない。 

粒は実在する。砂漠は実在する。 

それらの間の分離は実在しない。 

このイメージは個性を否定しない。個性を文脈に置く。 

間違いは粒に気づくことではない。間違いは粒が砂漠から離れて存在するという結

論だ。 

断絶なき違い 

一性は同一性を意味しない。 

二人は同じ基盤を共有しながら、表現において完全に異なりうる。 

気質、能力、信念、文化、状況——これらは際限なく変化する。これらの変化は解決

すべき問題ではない。世界が形を通じて自らを表現する方法だ。 

一性が否定するのは違いではなく、絶対的な孤立だ。 

区別可能であることと分離していることの間には線がある。 

区別可能な形は一つのプロセスに属しうる。 

分離した実体は属しえない。 

分裂がどう現れるか 

分裂の外見は、視点が位置と間違えられるときに生じる。 

すべての意識的存在は特定の視点から世界を経験する。その視点は限られ、局所的

で、中心化されている。その内側からは、他のすべてが「外側」に見える。 



しかし視点は世界の分離した断片ではない。一つの場所から世界がどう見えるかだ

。 

砂の一粒は自分自身を砂漠として経験できない。 

心が結論を下すとき、幻想が形成される：ここから経験するのだから、経験するも

のから離れて存在するに違いない。 

これは地図を領土と間違える同じ誤りだ。 

プロセスとしての自己 

分裂の最も強い強化の一つは、自己が物——目の後ろに座った固い、固定された物体

——であるという信念だ。 

もっと注意深く見てみよう。 

思考は来ては去る。感情は移り変わる。信念は変わる。人格さえ時間とともに変わ

る。 

残るのは静的な物体ではなく、プロセスだ——記憶、視点、関係によって形作られた

意識の連続性。 

自己は世界を動く物体ではない。 

その中で起こるパターンだ。 

プロセスは分離していなくても実在しうる。渦巻きは実在する。川から分離してい

ない。 

本質的に等しい 

すべての意識的存在が同じ全体の表現なら、平等は政策ではない。 

私たちが何であるかについての事実だ。 

この平等は知性、道徳、信念、行動に依存しない。 

そのすべてに先立つ。 



能力、役割、責任の違いは残る。しかし誰も他の人より源に近くはない。どの形も

より本質的ではない。 

倫理との接続 

一性と違いが共存しうることが示されると、宇宙が何であるかと私たちが互いをど

う扱うかの間の接続は直接的になる。 

人々が究極的に分離していないなら、分離しているかのように扱うこと——無関心、

軽蔑、暴力をもって——は単に不親切なのではない。不正確だ。作用しているものを

誤読している。 

次の一歩は個人を明確に理解することだ。孤立した原子としてではない。溶解した

無としてではない。何か具体的なものとして。 

  



第六章 

人間とは何か 

一性と違いが矛盾なく共存しうるなら、個人は明確に理解されなければならない。

懸念は自然だ：世界を一つのものとして理解することは、自己の重要性を減じるの

か？ 

減じない。自己を正確に位置づける。 

限定は取るに足らなさではない 

人は限られている。 

これは議論の余地がない。各々が特定の場所と時間に存在する。各々の知識、力、

寿命は限られている。誰も全体を見ない。 

しかし限定は取るに足らなさを意味しない。 

一つの言葉が人生を変えうる。一つの音が音楽作品を変容させうる。一つの優しさ

の行為が一日の、一年の、一つの家族の方向を変えうる。一つの部屋で一人の人間

が下した一つの決断が何世代にもわたって波及しうる。 

限定は意味を否定しない。意味を可能にする。 

形において具体的であることは、価値において劣ることではない。全体が自らでは

できない一つのことができるということだ：ここから、この角度から、これらの特

定の目を通して自らを見ること。 

波と海 

波は海を所有しない。支配もしなければ、全体を理解もしない。 

しかし海から分離していない。 

その存在は、海が特定の方法で、特定の瞬間に現れることだ。 



波は海に属するがゆえに実在性が低いわけではない。独立した物ではなく表現であ

るがゆえに減じられるわけではない。 

人は世界、真実、神を所有しない。 

意識は全体への権威を与えない。全体の中での参加を与える。 

これは膨張を促すことなく尊厳を保つ。 

誰も中心には立たない。すべてが参加する。 

参加は劣った役割ではない。それが唯一の役割だ。 

局所的開示としての意識 

世界は単に存在するものではない。経験が起こるものだ。 

意識的存在は世界が自らを開示する地点だ——全体的にではなく、完全にではなく、

局所的に。 

各々は視点であり、中心ではない。 

各々は窓であり、建物ではない。 

全体が見える特権的な位置はない。空間と時間の特定の表現から、特定の条件を通

じて、特定の限定をもって宇宙を開示する無数の部分的な視野があるだけだ。 

私たちはみな砂の粒だ。 

これは弱さではない。表現はこう働く。すべての角度から同時に語られた物語は騒

音だろう。一つの角度から明確に語られた物語は、物語だ。 

なぜ個性は持続するのか 

一性だけが重要なら、個性は不要だろう。しかし個性は持続する。表現に奉仕する

から。 

異なる視点が異なる経験を可能にする。 



異なる能力が異なる応答を可能にする。 

異なる歴史が異なる理解を可能にする。 

多様性は欠陥ではない。豊かさだ。 

違いなき一性は静的だろう——何も反射するもののない完全な鏡。 

一性なき違いは混沌だろう——接続のない断片の山。 

世界はどちらの極端も示さない。両方を示し、一緒に保持する。 

孤立なきアイデンティティ 

この見方において、アイデンティティは絶対的ではなく関係的になる。 

人は孤立の中ではなく、共有された世界の中での位置、関係、能力、限定によって

定義される。 

これはアイデンティティを溶解しない。明確にする。 

自己は密封された容器ではない。より広い場の中の生きた結節点だ。 

これが明確に見えると、謙遜は道徳的要求であることをやめる。認識になる。 

どの視点も最終的ではない。 

どの見方もあるものを使い尽くさない。 

どの信念も全体へのアクセスを与えない。 

同時に、これは自信を損なわない。最後の言葉を主張することなく、限られた位置

から明確に語ることができる。 

意味は生き残る 

懸念が生じる：個性が根本的な層でないなら、意味は崩壊するのか？ 

しない。 



意味は分離からは来ない。関連性から来る——自分より大きなものへの参加から。 

役割は全体ではないがゆえに重要だ。 

選択は共有された世界を変えるがゆえに重要だ。 

身振りはそれを行う人を超えて届くがゆえに重要だ。 

一性のもとで意味は生き残る。一性が結果を不可避にするから。 

あなたのすることは他者に触れる。他者に触れるものは全体に触れる。全体はあな

たを含む。 

  



第七章 

自由意志、力、そして責任 

ここまで読んだことで、あなたはすでに選択をした。あなたの中の何かが続けるこ

とを選んだ。命令されたからではない。結果が予定されていたからではない。読ん

だものの中の何かが共鳴し、あなたが応答したからだ。 

その応答——考え、量り、調整する能力——はこれまで存在した唯一の自由だ。そし

てそれで十分だ。 

この章はあなたが自由かどうかを問わない。あなたは今それを実証した。分離がも

はや出発点でないとき、自由がどう見えるかを問う。 

答えは重要だ。何らかの選択の形なくして、倫理は無意味だ。選べないなら、責任

を負えない——責任を負えないなら、優しさはたまたま起こるものにすぎない。 

偽りの選択 

自由意志の問いは二つの選択肢に帰すると聞いたことがあるかもしれない：あなた

は行動の完全に独立した起源であるか、すべてが決定されていて選択は幻想である

か。 

両方の選択肢は同じ間違いに依存している：自由は世界からの独立を必要とすると

いう考えだ。 

しかし世界の外に立つものはない。これまでなかった。 

波が自由なのは海から分離しているからではない。海として自由だ——特定の方法で

、特定の瞬間に自らを表現している。 

原因と参加 

すべての行動には原因がある。 

生物学、心理学、文化、歴史、状況——すべてが私たちの行いを形作る。これを認め

ることは選択を排除しない。選択を文脈に置く。 



人は原因なき原因でもなければ、受動的な結果でもない。 

人は原因が処理され、省察され、新しい方法で表現される地点だ。 

こう考えてみよう。丘を転がり落ちる石には選択がない。重力に従う。丘を歩いて

下る人は止まり、振り返り、座り、方向を変えることができる。人が物理学から自

由だからではない。人が省察するから。考慮する。応答する。 

その能力——省察、考慮、応答——は装飾的ではない。機械の上に重ねられた感覚で

はない。 

理解、理由、結果の予測によって次に何が起こるかが形作られる、実在の方法だ。 

選択は原因からの自由ではない。原因がどう受け取られ表現されるかを形作る能力

だ。 

これは自由の弱い版ではない。意味をなす唯一の版だ。 

応答性としての自由 

自由は無制限の選択ではない。応答性だ。 

意識的存在は衝動を省察し、代替を想像し、結果を予測し、調整できる。この能力

は様々だ。発達させることも損なうこともできる。全か無かではない。 

自由は意識とともに成長する。意識が原因を除去するからではなく、可能な応答の

範囲を拡大するからだ。 

より多くを理解し、より多くを見、より多くの注意を払う人は、そうでない人より

自由だ——世界から脱出したからではなく、より十全に関与しているから。 

力は関係的 

力は共有された世界で何が起こるかに影響を与える能力だ。 

接続された世界では、力は孤立して保持されることはない。状況、構造、関係を通

じて流れる。 



力を行使することは、他者が——そして自分自身が——行動する条件を変えることだ

。 

親は子を形作る。教師は教室を形作る。政策は都市を形作る。誰も単独では行動せ

ず、誰も結果なしには行動しない。 

これは力がその本質によって責任を伴うことを意味する。責めとしてではない。あ

なたの行動が他者にとっての現実を変えるという認識としての責任だ。 

なぜ一性は責任を深めるのか 

この点はしばしば驚きをもたらす。 

人々が本当に孤立しているなら、責任は恣意的だろう。行動はあなたで終わるだろ

う。害は私的な取引だろう。優しさはあなたとは何の関係もない見知らぬ人への任

意の寛大さだろう。 

しかし接続された世界では、行動は旅をする。波紋を広げる。パターンを変える。

会うことのない人々の生活を形作る。 

一つの部屋で下された決定が、別の部屋のドアを閉じうる。比喩的にではない。文

字通りに。世界はそれほど接続されている。 

あなたの行動がより少なくではなくより多くに触れるがゆえに、責任は消えるので

はなく深まる。 

一性は害を言い訳しない。 

害が封じ込められない理由を説明する。 

明晰さとしての道徳的発達 

この見方において、道徳的成長はますます厳しい規則への服従ではない。明晰さの

漸進的な増加だ。 

理解が深まるにつれ、行動は調整される。 



害は正当化しにくくなる——禁じられているからではなく、世界について理解してい

ることともはや整合しないから。 

すべての状況に新しい規則は必要ない。より明瞭な視野が必要だ。残りは従う。 

これは道徳的英雄主義ではない。 

理解と行動の間の一貫性だ。一貫性——服従ではなく——こそが持ちこたえるものだ

。 

  



第八章 

なぜ思いやりは合理的か 

ここまでで地面は移動した。 

私たちは命令を出していない。権威に訴えず、恐怖や報酬を呼び起こしていない。

分離がもはや最終的な真実として扱われないとき、世界がどう見えるかを検証して

きた。 

この章はそこから続く結論を引き出す。 

世界が一つのものなら、意識的存在がその一つのものの表現なら、行動が共有され

た場を通じて旅するなら——思いやりは道徳的選好ではない。正確に理解された世界

への最も明確な応答だ。 

規則と理解 

ほとんどの道徳体系は規則から始まる。これをせよ。あれをするな。この権威に服

従せよ。この罰を避けよ。この報酬を求めよ。 

規則は行動を規制できる。理解を変えることはめったにない。 

機械的に従い、戦略的に抵抗し、不便なときに無視できる。 

理解は異なる働きをする。 

状況が明確に理解されると、特定の行動は単に意味をなさなくなる。火に手を入れ

ないために規則は必要ない。火の性質で十分だ。 

思いやりも同じように働く。命令されるのではない。明確に見ることから続く。 

混乱としての害 

他者が根本的にあなたから分離しているなら、害は合理化できる。量り、正当化し

、先延ばしし、外注できる。戦略的決定になる。 



しかし他者が本質的に分離していないなら——あなたと彼らが同じ世界の表現なら—

—害は戦略ではない。混乱だ。作用しているものの誤読だ。 

害が悪いというだけではない。害が意味をなさないのだ。 

同じ世界を共有しながら他者を害することは、左手が右手を攻撃するようなものだ

。手は分離しているように感じる。身体は一つだ。損傷は局所にとどまらない。共

有された構造を通じて旅し、それを引き起こした者に戻る——罰としてではなく、結

果として。 

残酷さの代償 

残酷さは高くつく。 

道徳的にだけではない。構造的に。 

残酷さは信頼を破壊する。紛争をエスカレートさせる。苦しみを増幅する。 

短期的に効果的に見えても、蓄積する代償を伴う——壊れた関係に、損なわれた共同

体に、人々が繁栄できる条件の緩やかな侵食に。 

対照的に、優しさは効率的だ——抵抗の少ない行動だ。 

抵抗を減らす。システムを安定させる。全員が——あなたを含めて——機能できる条

件を保つ。 

これは感傷ではない。観察だ。 

人々がそれを引き裂かないとき、世界はよりよく機能する。 

柔弱さなき思いやり 

思いやりはしばしば弱さとして誤解される。見逃すこととして。害への寛容として

。 

この誤解は、思いやりが道徳的圧力によって課された自己犠牲として枠づけられる

ときに生じる。 

ここでは、思いやりはまったく別のものだ。 



行動に適用された明晰さだ。 

好意を必要としない。同意を必要としない。害への寛容を必要としない。 

認識を必要とする。 

他者があなたを含む世界の外にいないという認識。 

彼らの経験があなたのものと同じように実在するという認識。 

彼らに起こることはどこか別の場所で起こっているのではない——あなたが住む同じ

共有された構造の中で、ここで起こっているという認識。 

軽蔑なき境界 

一般的な反論：思いやりは害を許容することを意味するのか？ 

いいえ。 

思いやりは境界を排除しない。境界に情報を与える。 

外科医は癒すために切る。親は守るために「いいえ」と言う。共同体は安全を維持

するために抑制する。 

境界は必要なままだ。結果は必要なままだ。保護は必要なままだ。 

変わるのはその背後の論理だ。 

境界は支配や道徳的優越の表現であることをやめ、全体への配慮の表現になる——抑

制される人、抑制する人、結果に影響されるすべての人を含む全体への。 

道徳的優越の消失 

この見方の静かな恩恵の一つは、道徳的階層の解消だ。 

害が固有の悪からではなく混乱から生じるなら、道徳的優越は非整合になる。 

離れて立ち見下ろす高い位置はない。 

これは害を免罪しない。応答を変える。 



適切な応答は断罪から矯正へ移る。憎しみから堅固さへ。罰から可能な場合の回復

へ。厳粛さは残る。応答の中の残酷さは残らない。 

唯一持続するモード 

世界が分割されたものとしてではなく接続されたものとして理解されると、他者と

関わる利用可能な方法は狭まる。 

搾取は不安定になる。 

存在しない分離に依存し、封じ込められない結果を生む。 

無関心は維持しにくくなる。 

目の前にあるものを見ないことを要求する。 

残酷さは意味をなさなくなる。 

住んでいる構造を損なう。 

残るのは聖人性ではない。一貫性だ。 

思いやりと優しさは上から世界にかぶせられた理想ではない。世界がもはや誤読さ

れないとき残るものだ。 

これの背後にあるもの 

あなたが今読んだすべて——分離についてのすべての観察、思いやりについてのすべ

ての論証、粒と砂漠と波のすべてのイメージ——は単なる哲学ではない。 

それは導出されている。 

この本の背後には、ここで述べられたすべてを一つの前提——ひとつの記録が存在す

る——から四つの公理を通じて、光がどう旅するか、重力がどう空間を曲げるか、原

子がどう結合するかを記述する同じ数学を使って導出する正式な仕事の体系がある

。その導出は検証され、出版され、それが失敗する258の具体的な条件が装備され

ている。The 420 Codeと呼ばれ、the420code.orgで永遠に無料だ。 



あなたが予想しないかもしれないのは、導出がどこまで及ぶかだ。「優しくあれ」

で止まらない。優しさが実際に実践でどう見えるかの幾何学へと続く。正式な仕事

が含むものの一端を示す： 

すべての人には回廊がある——今いる場所からまだ到達可能な将来の集合だ。健康、

貯蓄、選択肢のある若い人には広い回廊がある。借金を抱え、危機にあり、支援の

ない人には狭い回廊がある。回廊は感覚ではない。測定だ——持っているエネルギー

と直面する制約を前提として、まだ何が可能かの幾何学。 

回廊は自ら狭まる。努力なしに、維持なしに、可能性は閉じる。漂流がデフォルト

だ。これは悲観主義ではない。物理学だ——お茶のカップは加熱し続けなければ冷め

ると言う同じ物理学。 

回復が不可能になる表面——境界——がある。それを越えると特定の将来は消える。

失敗したからではない。状況の数学が閉じたから。依存症はこの表面を越える。取

り返しのつかない負債はそれを越える。特定の関係はそれを越える。境界は実在す

る。心理学ではない。幾何学だ。 

規律についての考え方を変える結果がここにある：穏やかで安定した努力は、パニ

ック状態で適用された同量の努力より効果的に回廊を保つ。修正を倍にすると、コ

ストは倍以上になる。規律は美徳ではない。定理だ。忍耐は性格特性ではない。構

造的効率だ。 

そしてすべてをこの本に接続し直す結果がここにある：二人が接続されているとき

——あなたの回廊が私のものに依存し、私のものがあなたのものに依存するとき——

協力的結合は両方の空間を拡大する。優しさは犠牲ではない。両方の回廊を開いた

ままにする行動だ。残酷さはそれらを収縮させる。無関心はそれらを狭ませる。幾

何学はあなたの意図を気にしない。あなたの効果を測定する。 

「クソ野郎になるな。優しくしろ」の背後にあるのはこれだ。スローガンではない

。選好ではない。不可逆的漂流下の結合系に関する幾何学的結果で、光の速度とプ

ロトンの質量を導出する同じ公理から導出されたものだ。 



この本の穏やかな論証とThe 420 Codeの正式な建築は同じことを言う。この本はそ

れを感じられる言葉で言う。正式な仕事はそれを検証できる言葉で言う。両方とも

利用可能だ。両方とも無料だ。両方とも壊れる条件について誠実だ。 

ここまで読んだものが共鳴したなら、正式な仕事はそれと矛盾しない。なぜそれが

美しいだけでなく——必然であるかを示すだろう。 

  



第九章 

教義なき意味 

道徳がもはや命令に基づかないとき、より深い問いが生じる：意味はどこから来る

のか？ 

多くの人にとって、意味は信仰に結びついていた。 

目的は見出されるのではなく、与えられた。方向は発見されるのではなく、規定さ

れた。源を取り去ると、意味そのものが溶解するように感じられうる。 

この章はその逆を主張する。 

外部の権威が退くとき、意味は消えない。場所を変える。 

押し付けられた意味と生きられた意味 

教義は命令によって意味を提供する。 

何が重要か、なぜ重要か、どう追求するかを教える。確実性を提供する。同時に依

存も生む。 

意味が外から押し付けられると、信仰が続く限りにおいてのみ生き残る。一つの深

刻な疑い、体系が説明できない本物の苦しみとの一つの出会いで、一夜にして砕け

うる。 

生きられた意味は異なる働きをする。 

完成された形では来ない。関与を通じて、結果を通じて、関係を通じて現れる。上

から伝えられるのではない。築かれる。稼がれる。稼がれたがゆえに、天候が変わ

っても壊れない。 

結果としての意味 

接続された世界では、意味は服従の賞ではない。参加の結果だ。 

行動は共有された世界を変えるがゆえに重要だ。 



言葉は理解を形作るがゆえに重要だ。 

注意は何が維持され何が無視されるかを決めるがゆえに重要だ。 

影響が存在するところに意味が現れる。 

これは意味をより少なくではなくより多く要求するものにする。委ねるべき外部の

権威はない。努力と報酬を天秤にかける帳簿はない。あなたのすることが他者の生

活に波及するがゆえに重要だという事実があるだけだ。 

残るのは責任だ。 

空き地 

押し付けられた意味が退くとき、しばしば空虚がある。 

かつて生活を組織した構造——規則、権威、報酬の約束と罰の脅威——は去った。空

虚は喪失のように感じられうる。 

喪失ではない。準備だ。 

火の後の森の床を想像してみよう。古い成長は去った。残ったものは荒涼と見える

。しかし空き地は新しいものが育つ場所だ。 

空虚は意味の不在ではない。 

借りた意味の不在だ。 

その場所に育つものはあなたのものだ。あなたが発明したからではなく、服従を通

じてではなく生きることを通じて見出したから。 

なぜ苦闘は意味を否定しないのか 

一般的な仮定：意味には安心が必要だ——人生が重要であるためには高い計画によっ

て導かれなければならない。 

しかし苦闘は意味を否定しない。あなたが働いている条件を明らかにする。 



限られた条件を航行する限られた存在は常に抵抗に出会う。成長は限界との交渉を

通じて起こるのであり、限界からの自由を通じてではない。 

意味は困難の不在にではなく、困難との関与の質に見出される。 

苦闘は共有されるがゆえに重要だ。 

苦しみは同じ世界で起こるがゆえに重要だ。 

努力は他者に起こることを形作るがゆえに重要だ。 

なぜニヒリズムは失敗するのか 

ニヒリズムは言う：外部の意味なしには、何も重要ではない。 

この結論は、意味が外から来なければならない場合にのみ導かれる。意味が内から

——結果から、接続から、あなたの行動が共有された世界を変えるという事実から—

—生じるなら、ニヒリズムは足場を失う。 

物事は経験に影響するがゆえに重要だ。 

将来を形作るがゆえに重要だ。 

生命が繁栄できる条件に貢献するか損なうかがゆえに重要だ。 

意味は脆くない。構造的だ。信仰が揺らいでも崩壊しない。結果に埋め込まれてい

る。誰かがそれを名付ける前からそこにあった。 

処方なき目的 

目的はしばしば上から割り当てられた課題として想像される。 

しかし目的は状況から生じる方向としても理解できる。 

介護者の目的は出会った依存から生じる。 

教師の目的は出会った好奇心から生じる。 

建設者の目的は必要な構造から生じる。 



目的は告げられるのではない。認識される。 

局所的で、動的で、応答的だ。条件が変わるにつれ進化し、理解が深まるにつれ深

まる。 

日常生活の厳粛さ 

教義なしには、生活はより静かになる。 

上から見守る宇宙的な観客はいない。すべての曖昧さを解消する最終的な審判はな

い。結果からの免除はない。 

残るのは日常生活だ——観察されるから厳粛なのではなく、実在するがゆえに厳粛だ

。今日の午後、この部屋で、この人と、あなたがすることが重要だからだ——誰かが

得点をつけているからではなく、世界は一つのものであり、あなたの行動はその中

を動くから。 

あなたは恐れからではなく、理解から慎重に行動する。 

  



第十章 

他者なしに生きる 

この時点で新しく付け加えるべきことはない。 

この本の仕事は指示ではなく、明確化だった。残るのは従うべき教義ではなく、特

定の仮定が静かに落ちた後の世界での立ち方だ。 

「他者」なしに生きることは、違い、対立、不同意を否定することではない。 

違いにそれが値する以上の深い地位を与えることをやめることだ。 

距離の終わり 

分離がもはや出発点でないとき、何か微妙なことが変わる。 

人々はもはやまずカテゴリーとして——信者、懐疑者、味方、敵、見知らぬ人として

——出会われるのではなく、同じ世界の中で異なる位置を占める意識的存在として出

会われる。 

違いは残る。距離は溶ける。 

これは評価や判断を排除しない。その基盤を変える。 

あなたは相手が何であると決めたかではなく、今そこにあるものに応答する。 

傾聴 

最も初期の実践的帰結の一つは、より良い議論ではなく、より良い傾聴だ。 

相手が対立する力として扱われないとき、不同意はその脅威を失う。アイデンティ

ティはもはや支配を通じて守られる必要がない。 

降伏なしに傾聴が可能になる。 

これは同意を保証しない。破壊なき関与を保証する。 

殲滅なき対立 



対立は消えない。 

利害は依然としてぶつかる。価値観は依然として分かれる。害は依然として起こる

。 

消えるのは殲滅の論理だ——問題は相手が存在するから存在するという信念。 

対立は勝つべきものではなく、航行すべきものになる。目標は勝利から解決へ、支

配から安定へ移る。 

毅然とした行動は依然として可能だ。 

憎しみは不要になる。 

正義感なき行動 

この見方のおそらく最も解放的な帰結は、正義感の解消だ。 

正義感は対立に依存する。誰かが深く間違っていることを必要とし、それによって

別の誰かが深く正しくいられる。 

根本的な他者性が溶けると、正義感は足場を失う。 

膨張なしに決然と行動できる。 

軽蔑なしに境界を設定できる。 

害を引き起こした者の人格を消去することなく害に反対できる。 

強さは残る。残酷さは残らない。 

責任は局所的になる 

他者なしに生きることは世界を救うことを含まない。手の届く範囲のものに注意を

払うことを含む。 

私の言葉はこの会話をどう変えるか？ 

私の選択はこの状況をどう形作るか？ 



私の行動はそれに触れる人々にどう影響するか？ 

これは責任を地に足のついたものにする。麻痺と壮大さの両方を防ぐ。 

道徳的完全の幻想を道徳的注意の実践に置き換える。 

演出なき思いやり 

思いやりがアイデンティティからではなく理解から生じるとき、それはもはや示さ

れる必要がない。 

納得させるべき観客はいない。発信すべき美徳はない。維持すべき道徳的地位はな

い。 

思いやりは日常的になる——トーンを通じて、抑制を通じて、タイミングを通じて、

注意を通じて表現される。自らを告げない。機能する。 

憎しみの静かな消失 

憎しみは距離を必要とする。残余なく縮小し、固定し、対立できる対象を必要とす

る。 

相手がもはや最も根本的な意味で他者でないとき、憎しみには安定して着地する場

所がない。 

怒りは依然として生じうる。悲しみは依然として生じうる。毅然とした行動が依然

として必要かもしれない。 

しかし憎しみは薄れる。 

抑圧されるからではない。 

もう意味をなさないから。 

絶望なき失敗 

明晰さがあっても、間違いは犯されるだろう。 

害は依然として起こる。理解は完全を保証しない。 



変わるのは失敗がどう受け止められるかだ。 

失敗は断罪ではなくフィードバックになる。自己破壊の理由ではなく調整の機会に

なる。 

これは連続性を保つ。学びを可能にする。次の試みを可能にする。 

意味をなす人生 

他者なしに生きることは聖人になることではない。 

一貫するようになることだ。 

理解と行動の間の一貫性。 

自己利益と共有された世界の間の一貫性。 

力と責任の間の一貫性。 

これはアンロックすべき達成ではない。到達すべき恒久的状態ではない。実践だ。

日々の、日常的な、明確に見て相応に行動する実践。うまくいく日もある。うまく

いかない日もある。 

実践は完全を要求しない。誠実さを要求する。 

砂の粒は依然として区別可能だ。各々に形、位置、歴史がある。砂漠は依然として

一つだ。 

完璧にではない。イデオロギー的にではない。誠実に。 

誠実さで十分だ。 

──────────────────────────────────── 

あなたはすでにこれを知っていた。 

この本を開く前から知っていた。小さかったころ、層が加えられる前から知ってい

た——身体が線を引く前、心が物語を築く前、言語がそれを固定する前、集団がそれ

を拡大する前から。 



本当の親密さのすべての瞬間にそれを知っていた。理由を必要としないすべての本

物の優しさの行為の中で。もう一人の人間を見て、表面の向こうに他者ではない何

かを見た、あのすべての認識の閃きの中で。 

知っていた。ただ言葉がなかっただけだ。 

今、ある。 

クソ野郎になるな。優しくしろ。 
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